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多摩川せせらぎ公園体育館着工しました！

大森第七中学校が全面完成！

大森第七中学校の完成と時を同じく
して、東調布第三小学校の建替え工
事も着工しました。
Ⅰ期工事は石本建築事務所の設計、
淺沼組・幸建設JVの施工と、学校
建築には大変実績のある事業者とな
り、来年3月に校舎の半分ができる
Ⅰ期工事が完了し、全面完成は令和
10年度を予定しています。

生徒の皆さんや地域の方々のご協力のもと、ついに大森
第七中学校が完成いたしました。
セットバックが法令で義務付けられており、緑や桜に関
しては、難しい部分もありましたが、設計時に植栽計画
を作り検討し、一年を通じて四季を感じられるように植
栽を行いました。
東調布第三小学校は、桜の木が11本から16本へと増や
していくよう尽力しました。

東調布第三小学校建替え工事！

せせらぎ館に続きいよいよ、せせらぎ体育館について
も工事が着工されました。
新国立競技場の設計をした隈研吾建築設計事務所の設
計、雪が谷大塚のサンユー建設の施工(三美建設との
JV)とせせらぎ館と同じコンビとなりました。せせら
ぎ館は大田区優秀工事賞も受賞されましたので、来年
8月の完成をご期待ください。
昔この場所にあった多摩川園遊園地が、若いファミ
リー世帯が憩える場所だったように、多くの子どもた
ちや、ファミリーが憩える公園を目指します。

押見りゅうたです。昨年の5月に二期目の大田区監査委員を退任し、その後に行われている定例会
では、毎回質問に立たせていただいています。現在大田区議会では、子育て世帯に選ばれる大田区
へ！をテーマに議論が交わされております。今回の区政報告では、裏面に子ども・子育て関連の質
問を中心に掲載しました。

めざせ学校給食無償化！めざせ学校給食無償化！

自由民主党　大田区民連合

押見りゅうたが実現 !押見りゅうたが実現 !

令和５年春号



第4回定例会　押見りゅうたの一般質問 子育て世帯に選ばれる自治体へ

いても、学校内施設の利用状況などを踏まえ、関
係部局間で連携し、学童教育のスペースを確保し、
全学校での学童保育の整備に向けて取り組んでい
く。

Q　区の子ども施策、子育て施策を子育て世帯が
知り、区民満足度を向上させるためにも、区報の
子育て世帯向け臨時特集号を早急に出すべきと考
えるが、見解を伺う。

A　区報通常号でのより積極的な情報発信に加え、
年度途中で支援が決まった事業などは区報特集号
にて案内するなど、区報による情報発信の更なる
充実を検討すべきと考えている。またツイッター
やラインなどとの併用、更には、動画配信におけ
る更なる工夫なども検討していく。

第四回定例会その他の質問項目

・通学路等ブロック塀改修事業について
・HPVワクチンの9価ワクチン採用と接種率向上
  について 
・入札制度改革について

【 経　　歴 】昭和49年2月4日大田区雪谷大塚町生まれ。49歳　3男児の父。
　

神奈川大学法学部法律学科卒業。学生時代から神奈川7区選出の
鈴木恒夫元代議士(自民党)のもとで学び、サラリーマン生活を
経て、平成19年大田区自民党初の一般公募の候補者として選出。
平成19年4月　3,113票を頂き初当選。(33歳)
大田区議会では初めての一般公募出身での当選。現在4期16年。

【役職(現在)】防災安全対策特別副委員長
自民党大田区民連合政調副会長･総務副会長･会計担当｠｠｠ 
まちづくり環境委員、議会運営委員
鵜の木二丁目町会員、鵜の木東町会員、久が原栄会会員、
田園調布消防団第三分団員  

【役職(過去)】自由民主党大田区民連合　幹事長、大田区監査委員(2期)
総務財政委員長、議運委員長、決算特別委員長　等 歴任

【 趣  　　味 】川崎フロンターレの大ファン

146-0084 大田区南久が原2-11-11
０３－３７５０－０２０２
０３－６８９３－８９０８
oshimix0204@ybb.ne.jp
http://oshimi.net/
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押見隆太事務所

子ども予算 倍 増 へ！
Q　大鳥居医院や牧田総合病院
が再開・新規開設するにあたり、
大きな役割を果たしてきた大田
区周産期緊急対策補助金につい
て、改めて検討状況について伺
う。

A　令和４年度末で、交付対象期間が満了となる
が、分娩施設の支援に寄与できる施策の必要性を
認識している。新規分娩施設の開設促進など、よ
り効果的な周産期医療体制の充実に向け、検討し
ていく。

Q　収まらない物価高騰の中においても、引き続
き安全・安心な学校給食の質を確保していくため、
５年度の学校給食食材費への支援について、区の
見解を伺う。

A　５年度についても保護者負担が増えないよう
配慮しながら、学校給食の質を落とすことなく確
保していくことが喫緊の課題である。物価の推移
などに注視しながら、時期を逸することなく、適
切な対応ができるよう支援の期間や、より効率的、
効果的な支援の方策も含め検討していく。

Q　千鳥小学校を始め、学校内学童を実施してい
ない学校での学童保育実施について、教育委員会
の今後の考えを伺う。

A　学校内学童保育未設置の学校については今後、
校舎改築などの機会を捉え、学童保育スペースを
確保し、学校内学童保育の整備を進めていく方針
である。また、校舎改築の予定がない小学校につ
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